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1 はじめに
総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために，2004年10月に開設した日本語プログ
ラムである。富山大学の外国人留学生全体の中で，日本語・日本文化研修留学生の占める割合は低いた
め，本コースの授業科目はいずれも日本語課外補講上級クラスとの合同授業として開講している。2005
年9月に，初めて本コースの修了生を送り出し，2013年10月に10期目の学生を迎えた。
以下，2013年度秋期（2013年10月～2014年3月）及び春期（2014年4月～9月）の総合日本語コー
スの実施状況について報告する。
2 受講学生
2.1 日本語・日本文化研修留学生
「2013年度富山大学日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加した学生は3人で，その学生は
秋期，春期ともに総合日本語コースを受講した。学生の出身国は韓国，キルギス，ロシア各1人で，
所属は全員人文学部である。
総合日本語コースの授業科目として，2013年度は秋期と春期，各期9科目を提供した。総合日本語
コースの授業科目は必修科目ではないが，本学の日本語・日本文化研修留学生プログラムの修了要件の
一つとして，学部や教養教育の授業科目及び総合日本語コースの授業科目の中から各期8科目以上の
履修が義務づけられている。2013年度の日本語・日本文化研修留学生の総合日本語コースの受講状況
は，9科目（秋期5，春期4）が1人，6科目（秋期2，春期4）が1人，2科目（秋期2）が1人だった。
2.2 協定校からの短期留学生
総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために開設した日本語プログラムであるが，
2006年10月より，本学との学術交流協定に基づく短期留学生も総合日本語コースに参加可能となり，
上級レベルの日本語力を有する短期留学生は総合日本語コースを受講している。短期留学生については，
留学期間が1年の学生と半年の学生がいるため，期ごとに受講状況を述べる。
受講者数については，秋期は14人で，出身国別の内訳は中国が9人，韓国とロシアが各2人，タイ
が1人，所属別の内訳は人文学部が8人，人間発達科学部と経済学部が各2人，人文科学研究科と理
工学教育部が各1人だった。春期は7人で，出身国は全員が中国で，所属別の内訳は人文学部が4人，
人間発達科学部と経済学部と人文科学研究科が各1人だった。
履修科目数については，秋期は8科目と7科目が各1人，5科目が2人，3科目が7人，2科目が2
人，1科目が1人，春期は7科目と5科目と4科目と3科目が各1人，1科目が3人だった。
3 担当者
秋期は1人のセンター専任教員（濱田美和），及び，7人の謝金講師（高畠智美，中河和子，永山香
織，藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規，横堀慶子），春期は1人のセンター専任教員（濱田美和），及
び，6人の謝金講師（高畠智美，中河和子，永山香織，藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規）が授業を
担当した。いずれの期もセンター専任教員の濱田がコースのコーディネート及び日本語・日本文化研修
留学生の履修管理を行った。短期留学生の履修管理については，秋期はセンター専任教員の加藤扶久美
が行い，春期は濱田が行った。
67
4 スケジュール
秋期は，2013年10月9日（水）～2014年2月10日（月）を授業期間とした。12月24日（火）～1月3
日（金）は冬季休業，1月17日（金）は大学入試センター試験準備日のため，休講とした。また，曜日調
整のため，11月6日（水）と1月16日（木）は月曜日の授業を行った。
春期は，2014年4月10日（木）～7月29日（火）を授業期間とした。曜日調整のため，5月2日（金）
は火曜日の授業，5月8日（木）は月曜日の授業を行った。
学期ごとにオリエンテーションを行った。秋期は，日本語・日本文化研修留学生に対しては濱田が，
短期留学生に対しては加藤がオリエンテーションを実施した。春期は，日本語・日本文化研修留学生と
短期留学生双方に対して濱田がオリエンテーションを実施した。実施日は，秋期は2013年10月4日
（金），春期は2014年4月8日（火）である。オリエンテーションでは，学生に各授業科目の目的，理解
達成目標，授業計画等を掲載した授業概要の冊子（授業概要は国際交流センターホームページ上にも掲
載，Web版は日本語と英語での閲覧が可能）を渡し，コースの内容，各授業科目の詳細について説明
を行った。春期のオリエンテーションでは，履修の際の参考となるよう，秋期の学業成績通知書を学生
に渡している。履修登録は，授業開始後1週間以内に行い，履修登録を行った授業科目について学期終
了時に成績を出すシステムとしている。
5 授業内容
総合日本語コースは，上級レベルの日本語課外補講の授業と合同で授業を行っているが，日本語課外
補講は成績評価が必要でないため，授業科目によっては必要に応じ，総合日本語コースの受講者だけに
別課題や試験を課すなどの方法を取っている。科目別の授業概要は表1の通りである。いずれの科目も
秋期と春期で同一の授業概要（目的）となっているが，秋期に履修した科目を春期に続けて履修できる
ように，授業で取り上げるトピックやタスクの内容は期ごとに変えている。
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表1 総合日本語コース授業概要（2013年10月～2014年9月）
授業科目名
（開講曜限）
担当 授業概要
秋期：読解A2
（火曜4限）
春期：読解A1
（火曜2限）
藤田 文章全体の意味を捉えたり，文章の細かい部分を読み取る練習をすることにより，
大学での学習や研究に必要な日本語の基本的な読解能力と日本語能力試験に合格す
るために役立つ力を身につける。
秋期：読解B2
春期：読解B1
（水曜2限）
永山 留学生に必要とされる専門書，論文の読解能力の育成を目指し，教養書，新聞記事
等日本での学生生活で出会う様々なテキストタイプの読み物（日本人向けに書かれ
たもの）を扱う。それぞれのタイプの読み物の特徴となる基本的な構造，文体等を
把握し，それに慣れる手立てを見つける。
秋期：文法2
（金曜2限）
春期：文法1
（火曜1限）
横堀
（秋期）
濱田
（春期）
大学での学習，研究生活に必要な上級レベルの文法・表現（時を表す表現，接続表
現，文末表現など）を，実践的な演習を通して習得する。日本語能力試験受験対策
もあわせて行う。
秋期：作文2
（火曜2限）
春期：作文1
（金曜2限）
松岡 論理的な文章を書くために必要な構成，表現，文法の基本を学び，学習した項目を
用いてまとまった文章を書くことで，レポートや論文を書くための基礎力をつける。
文章を書く練習にはコンピュータを使用する。
秋期：聴解2
（木曜3限）
春期：聴解1
（水曜3限）
要門 大学で講義を聞いたり，演習や研究会に参加したりする際に必要な聴解力や，日常
生活に必要な聴解力を身につけるために，様々な種類の聴解練習を行う。日本語の
聴解教材とあわせて，テレビやラジオ，インターネットなど，様々なメディアを用
いた練習を行う。
なお，学生による授業評価アンケートは，日本語課外補講上級クラスとまとめて実施した。授業評価
アンケートの結果については，日本語課外補講報告の7授業評価を参照いただきたい。
6 成績評価
成績評価の方法については，成績評価の基準を授業概要に明記するとともに，オリエンテーションで
も説明している。この基準をもとに授業担当者が，優（80点～100点），良（70点～79点），可（60点～
69点），不可（59点以下）で判定を行うが，総合日本語コースの授業科目については単位が出ないこと
になっている。
日本語・日本文化研修留学生への成績の通知は，9月の日本語・日本文化研修留学生プログラムの修
了時に，成績を記した履修証明書の発行を留学生センター長名で行った。短期留学生へは「学業成績通
知書」を加藤扶久美が作成し，学期ごとに通知した。なお，人文学部については，学部長名で「富山大
学人文学部短期留学生プログラム」に基づき，履修証明書が発行されている。
7 学生からの評価
前述の通り，各授業科目に関する授業評価アンケートは日本語課外補講とまとめて実施し，これ以外
に，総合日本語コース全体についてはインタビュー調査（実施日：2014年7月29日（水），30日（水），
8月1日（金），9月8日（月），調査対象：2013年度日本語・日本文化研修留学生（3人），協定校から
の短期留学生（4人））を行った。この結果を表2に示す。
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秋期：会話2
春期：会話1
（火曜3限）
松岡 ロールプレイ等での会話練習を通して，大学生活や日常生活で出会う場面や状況で
の会話力を伸ばす。また，人や物，経験など様々なトピックについて日本語で的確
に説明・描写する力，意見や感想を述べる力を養う。
秋期：漢字2
春期：漢字1
（月曜3限）
高畠 日常生活や大学の講義で用いられている漢字・漢字語の意味を理解し，正しく読み，
使う力を身につける。学生一人一人のレベルに応じたテキスト（『漢字1000PLUS
INTERMEDIATEKANJIBOOK』Vol.1，Vol.2（凡人社）等）を用い，大学での
学習，研究生活に必要な漢字を習得する。
秋期：表現技術2
春期：表現技術1
（月曜2限）
濱田 目上の人や初対面の人とやりとりする，あるいは，不特定多数の人に対して情報発
信する際に必要となる，フォーマルな場で用いられる日本語の表現，日常的・実用
的な文章の書き方，日本語での口頭発表のスキルを習得する。
秋期：日本文化2
（水曜3限）
春期：日本文化1
（木曜4限）
中河 留学生として日本社会を分析する試み（情報の読みとり，整理など）をTV番組，
新聞・雑誌記事，自治体広報などの様々なメディアを用いてする。日本社会を読み
解くための身の回りのリソースを活用する手だてを与え，そこから得たものを日本
語で発信する力を養成する。
＊1限8:45～10:15，2限10:30～12:00，3限13:00～14:30，4限14:45～16:15
表2 総合日本語コースインタビュー調査結果
1．総合日本語コース：
科目について
・十分だった（5人）。
・十分だった。日本語能力試験に対応した文法 読解，聴解，漢字などの科目があり，
ちょうどいい。
・ちょうどよかったと思います。
2．総合日本語コース：
レベルについて
・自分にとってはちょうどよかった。
・教科書を使う授業は，ちょうどよかった。新聞記事，NHKのニュースはちょっと
難しかったが，調べたら，大丈夫だった。
・最初はちょっと難しかったけど，たんだん慣れてきてちょうどよくなった。
・「日本文化は」ちょっと難しかった。それ以外はちょうどよかった。
・ちょうどいいと思う。
・簡単ではないし，ちょうどよかったと思います。
・秋期の「会話」はちょっと易しすぎたが，他はちょうどよかった。
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3.科目選択の際に
重視したこと
・自分が足りない部分，文法など足りなく感じたところを考えて選んだ。春期に総合
日本語コースの授業をとらなかったのは，単位が出ないため。母国に帰ったときに，
単位が必要。足りないと卒業できない。
・日本語能力試験に役に立つかどうかという点で選んだ。また，新しい言葉を増やす
ために，「読解」などを選んだ。あとは，自分が苦手なところ，「作文」にトライし
てみようと思い，選んだ。
・日本語で一番困るのは，表現の使い分けで，母国の大学ではあまり重視していない
ので，これを身につけられるように科目を選んだ。
・もっとも重要なのは母国の大学との単位の交換。総合日本語コースの授業は富山大
学では単位が出ないが，母校では単位が出る。次は，自分の苦手なところ。
・実は総合日本語コースの授業をとりたかったけれど，単位が出ないので，春期はと
らなかった。学びたいこと，日本の習慣とか文化にかかわることを選んだ。
・最初は，「会話」や「表現技術」の授業は自分にとってもっと役に立つが，「文法」
などの授業は母国でも勉強することができるので，日本で勉強する必要がないと思っ
たが，これらの授業も役に立った。
・まず，専門の科目が入っていない時間帯を選び，次に，自分の苦手なところについ
ての授業を選んだ。
4．自身の日本語力に
ついて
・本当に伸びたと思う。ふつうの会話力も伸びたし，専攻の授業でいつも新聞などを
読んでいるから，日本語の文献を読む力もついた。
・自由に話せるようになった。言葉の使い方はまだまだ下手だが。
・それなりに伸びた。日常会話がレベルアップというよりもスムーズにできるように
なった。漢字と場面に合わせた表現の使い分けについては今後もまだ学ぶ必要があ
る。
・はい，伸びたと思う。もちろん。以前の自分と比べると伸びた。聞き取りが伸びた。
今後の課題は，日本の文化についてまだあまりよく知らない。人と人とのつきあい
に何かルールがあるのかなど，留学して自分がまだ何も知らないということがわかっ
た。
・もちろん伸びた。会話力と日本に関する認識とか。今後の課題は，語彙力をつける
こと。もっと日本人らしい日本語をしゃべりたい。
・生活で話すことばは大丈夫だが，言葉の文法とか大切な問題だと思う。まだ勉強す
る必要がある。
・全体的に伸びた。今後さらに伸ばしたいのは，しゃべる力。
5．富山での留学生活に
ついて
・本当に本当に自分の人生のターニングポイントみたいなものだった。本当に自分自
身のことを考えなおすきっかけとなった。一人暮らしが初めてで，自分一人でやら
なければならないことができたので，自動的に。困ったことは修了論文。毎日毎日
自分の限界と向き合った。でも書いてよかった。これで成長できた。卒業論文に続
けていきたい。
・よかった。天気はつらかったが，生活も交通も便利。会館から大学までのバス以外
は便利。日本での学生生活は自由な時間が多い。どうしたらいいかと悩んだ。母国
は朝から晩までずっと勉強だった。留学中にサークルなどをやればよかった。参加
したい行事もあったが，しめきりに間に合わなかった。富山大学に来てびっくりし
たのは，ありがたいと思ったのは，印刷機がどこでもあって，自由に使えること。
大学内でコンピュータがいつでも使えること。図書館も新聞があって，印刷して，
自由に話せるスペースがあって，よかった。本の検索もしやすかった。エアコンの
調子が悪かったこと以外は，生活は便利だった。なんでもある。最初は東京近辺や
大阪の大学を希望していたが，実際に東京へ行ったら，東京はにぎやかすぎた。富
山は静かで落ち着いた感じ。富山に来てよかった。
・最初は，他の留学生と話そうと思っても，国際交流会館に入れずに皆と離れた場所
に住んでいたので，話し相手がいなくて，つらかった。でも，時間が経ってなれて
きたら，大丈夫だった。富山は静かで勉強に集中できるところで，浪費する機会も
少ないので，食費や生活費にお金を使い，きちんとした生活ができる。また，旅行
のためのお金もためやすく，東京，大阪にも近いから，夏休みや冬休みに他の場所
にも行きやすい。日本人の友だちもできた。
・交通が不便なところがちょっと気になったが，それ以外はよかったと思う。自然が
豊か，学校の日本人の先生や学生たちもすごく親切だった。
まず，コースの開講科目やレベルについては，科目数は十分だった，レベル的にもちょうどよかった
という意見が聞かれ，概ね満足している様子がうかがわれた。
次に，科目選択の際に重視した点として，自分自身が苦手な点について力をつけようとして選んだと
答えた学生が最も多く，他には，母国の大学では勉強できない科目や日本語能力試験に役立つような科
目を選んだという回答や，韓国の大学出身の学生からは総合日本語コースの授業は単位が認定されない
ため，春期はとらなかったという回答もあった。
自身の日本語能力については話す，聞く力を中心に，レベルアップしたと感じている学生が多かった。
今後伸ばしたい力としては，語彙や表現の使い分けを挙げる学生が複数見られた。
最後に，富山の生活については静かで勉強しやすい点を評価する学生が多かった。問題点としては，
交通の不便さを挙げる学生が多かった。
8 おわりに
総合日本語コースは，当初は日本語・日本文化研修留学生を対象として開設したプログラムであるが，
年々人文・社会系の短期留学生の受講が増加している。そこで，これまで日本語・日本文化研修留学生
に対してのみ行っていたインタビュー調査を，今回初めて短期留学生に対しても実施した。その結果，
短期留学生は科目選択の際に，母校での単位互換が可能かどうかを意識している学生が多く，また，出
身大学によって総合日本語コースの科目が単位認定される大学とそうでない大学とがあり，状況も異な
ることがわかった。今後も継続的に調査を行いながら，留学生の現状を詳細に把握し，それをもとによ
り良いコース運営の在り方を検討していきたい。
71
・有意義だった。いろいろな外国人と交流して，とても勉強になる。日本人ともたく
さんしゃべって，自分の日本語力が上がった。
・交通や買い物がちょっと不便だが，空気がいいし，ここの人は都会の人と比べてもっ
とやさしいと思う。いつも自転車に乗って，自分の行きたいところへ行ってとても
いい感じだと思う。
・買い物が不便だが，静かな田舎なので，勉強と生活はしやすい。交通が不便な点以
外は大丈夫。この他に困った点は特になかった。
